
小学部で大切にしていること 

 

（１） からだをつくる 

 ・基本的な生活リズム（食事・排泄・睡眠）の確立を図ります。 

 ・「食べる」ことを大切にし、偏食・肥満の克服に取り組み、望ましい食習慣が身に付くように

促します。 

 ・いろいろな運動をとおして、基本的な体の動き、感覚を身につけると共に体力の向上を図り

ます。また、本校の自然環境を生かした歩行学習や斜面登りなどの指導を大切にしています。 

 ・暑さ寒さに負けない丈夫な体づくりをめざし、薄着や素足の指導を取り入れています。 

 

（２） 生活する力をつける 

 ・「食事」「排泄」「更衣」を中心に日常生活に必要な身の回りのことが、できるだけ自分でおこ

なえるようにしていきます。心の自立を大切にし、自分でやりきる意欲を育てます。 

 ・社会見学、体験学習、交流学習、宿泊学習などの指導を通して、生活の幅を広げると共に社

会のルールへの理解を深めるなど、家庭や地域で豊かに生活できる力を育てます。 

 

（３） 認識する力・表現する力・人と交わる力を高める 

 ・子どもたちを引きつける、五感を揺さぶるダイナミックな授業を工夫して、子ども達が意欲

的・主体的に取り組めるようにします。そして、豊かな文化を伝え、子どもたちの今の生活

に生かすと共に、意欲的に外界に働きかける力や見通しを持って行動する力を養います。 

 ・学校生活の中心となる学級を基本に、多様な学習集団を組織します。その中で先生や友達を

意識し、自ら関わって、自分の要求や気持ちを表現し伝える力、先生や友達の表現を受け止

める力を育みます。 

 ・仲間の中で自分の力を精一杯発揮し、そのがんばりや感動を共感できるような集団づくりに

取り組みます。いろいろな仲間集団の中での体験を通して、人間関係を学び、豊かな情操を

養います。 

 ・遊びを大切な教育の場であると考え、時間割に「あそび」の時間を設定します。子どもたち

が夢中になるいろいろな遊びを組織し、主体的に行動できる力を養い、豊かな人間関係を育

む中で、知的・社会的・運動的側面の発達を促します。 

 

（４） 保護者と協力する 

 ・家庭や関係諸機関と連携、協力する指導を大切にします。 

 ・子どもたちの成長を保護者と共有することを大切にします。運動会や学習発表会などの大き

な行事は大切な発表の場であり、子どもたちの成長について共感できる場であると考えて取

り組んでいきます。 

 ・保護者の願いや悩みをしっかりと受け止め、共に考えていける学校をめざす。日常的な対話

を密にすると共に、懇談会や保護者交流会を定期的におこないます。 


